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アプラムシの人工飼育〈第2報〉
マメアプラムシの累代飼育
河 田 和 雄
合成飼料によるアプラムシの人工飼育は Mittlerand Dadd (1962)が完全合成飼料によ
ってモモアカアプラムシ Myzuspersicae SULZER を飼育することに成功して以来，現
在までに，数多くのアプラムシについて試みられてきた.そのうち. 5世代以上の累代飼
育が確認されているものは， Dadd and Krieger (1967)によるモモアカアプラムシ30世
代，Aρhisfabae ScOPOLI 25世代， Ehrhardt (1968)による Neomyzuscircumflexus 
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重として，第1図にしめし 世代
た.各世代別の生体重をみ 第1図人工飼育マメアプラムシの平均生体重













































































飼育記録は， Dadd and Krieger (1967)のモモアカアプラムシ30世代，Athis fabae 
SCOPOLI 25世代連続飼育につぐものである.














今回の実験に使用した合成飼料の組成は， Dadd and Krieger (1967)の飼料をもとと
し，河田(1970)の笑験成績， Lawrence (1963)のエンドウ幼苗のアミノ酸分析結果な
ども考慮にいれて，特にマメアプラムシ人工飼育用に改良を加えたものを採用した.前報
の合成飼料との主な相違は， γーアミノ酪酸， DLーホモセリン， DL-ピベコリン酸-HClを
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